
Never Allow Your Opponent to Gain Momentum
(相手を勢いづかせるな)

アレン･フォックス博士

ポイントは続けてとったり落としたりするもの･･･

　 ポイントを取り始まると気分が良くなり、よいプレーが増えますが、ポイントを落とし始める
と気持ちが落ち込み悪いプレーが増えるからです。ゲーム展開がうまくいかないときには、どうし
ても焦りがちになり、ミスが増え、踏みとどまるために必要な1ポイントずつプレーすることをし
なくなります。こうして相手を乗せてしまい、あっという間に何ゲームも落としてしまうことにな
ります。こうならないためにも、何としてでも相手の流れを止めなければいけません。

劣勢の時にはペースを落として･･･

　 ポイントが取れなくなったときにまず考えるべきことは、時間をかけてプレーをすることで
す。とはいえ、いたずらな時間稼ぎをしたり、不必要に靴紐を結び直したりといったスポーツマ
ンらしくない方法でやれというわけではありません。ポイント間の時間をほんの数秒余分にとっ
て気持ちを落ち着かせ、相手を少し待たせて、考えるのです。

　 このことは、私が19歳の時に、当時全米のトップ10にランクされていたノエル･ブラウンとい
う年長の経験豊富なプレーヤーと対戦したときに体験したことです。私はとても調子が良くて、
第1セットをとり第2セットに向けて気持ちが高ぶっていました。しかし、それから全てがとても
長い時間に感じられるようになったのです。彼はポイントが終わるたびにゆっくりと歩いておも
むろにポジションについたり、チェンジオーバーではぎりぎりまでベンチに座ることを始めたの
です。それはほんの数秒の余分な時間だったのですが、私にはとても長く感じられました。それ
からの私は、まるでセメントの袋を背負っているかのようなプレーをして、ゲームにまとまりがな
くなり、12-10で死闘のような第2セットとなったのです。

　 ノエルは私の友人であり、すばらしい紳士でとてもフェアなスポーツマンでしたから、彼の戦
術を責めることはありませんでした。全てルールの範囲内で適切な行為でした。私にとって大切
なことは、そこから学んだことを、その後数え切れない場面で活用できたことです。

ポイントを落としたら手堅く厳しく･･･

　 相手に流れを渡さないようにするもう一つの方法は、ポイントを落としたら次のポイントは絶
対に取る気持ちで向かうことです。強いと言われるプレーヤーはこれを当たり前のようにやって
おり、そうでないプレーヤーはできていません。ジミー･コナーズは、ポイントを落とすといっそ
う集中度を高めて厳しいプレーをしました。彼のようなプレーヤーは、ポイントを落とした途端
に、次のポイントに向けての集中と努力を倍増するのです。ポイントを落としたことで下り坂を
滑り落ちないように、踵をしっかりと踏みつけているといったら良いでしょうか。こういったプ
レーヤーを相手にすると、相手はなかなか勢いに乗れないものです。
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　それに対して、弱いプレーヤーは、一度ポイントを落とすと次も落としやすいものです。気持ち
が少し揺るぎ、踏ん張ろうという気持ちがないので、相手は勢いに乗りやすくなるのです。こう
いった不安定な状態では、相手はポイントやゲームを連取しやすくなります。自分がミスを多発す
ることで、相手は気持ちが楽になり、より良いプレーをするようになるのです。ミスを忘れて、気
持ちをしっかりと持って抵抗して、相手にプレッシャーをかけることができれば、相手は気持ち
が萎えて良いプレーができなくなるでしょう。

セットが終わる前に流れを止めよう･･･

　 「流れ」についてもう一つの場面は、試合が始まったもののうまくいかず、そのセットを2-5か
1-5でリードされているといった場合です。多くの場合、もう落とすのは目に見えているから無駄
な抵抗はせずに、さっさとそのセットを終えて、次のセットで気持ちを入れ直そうとします。

　 これは大きな間違いです。理由はいろいろとありますが、最も明白なことは、スコアがどうで
あれ、そのセットを落とすとは決まっていないのですから、常に挽回することを考えて最大の努
力をすることが次に繋がるということです。次に、相手を精神的に疲れさせる機会を逃している
ということです。リードしているプレーヤーは、どうやって楽に片をつけようかとプレッシャーを
感じています。相手に簡単にポイントを与えないことは、精神的な疲弊を招き、ファイナルセット
に持ち込めたときに効果が現れてきます。3つ目の理由は、あなたに不利に働いている流れを止め
損なうということです。形勢を逆転するには戦術的にも精神的にも調整が必要です。これは、あ
なたがまだ壁際に追い詰められないでいる、ほんの僅かでも余裕がある時にできるだけ早く行う
ことが最良の策です。そうでないと、セカンドセットの始まりの、全くゼロの状態から滑り落ち
ることを止めなければならなくなります。それがうまくいかなかった場合、手を尽くす術がなく
なってしまいます。仮にセットを落としたとしても、対等な状態で終わるようにすることが最良
の方法で、そうすれば、次のセットは負の流れから始まることはありません。

　 要するに、「流れ」というものは、誰が勝っているとか負けているとかということとは別のも
のなのです。抜け目のないプレーヤーはそのことを知っており、流れが相手に行かないような方
策をとるのです。
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